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１．研究のねらい 
 私は、特別支援学校小学部に勤務し、校務分掌

として教育相談を担当している。校種の特性上、

児童生徒本人への教育相談よりも、保護者との相

談の機会が多い。その中で、教育相談の難しさを

強く感じる場面が多かった。ベテランの教員や相

談部に所属する教員の相談場面を見ると、保護者

の思いや状況を的確に受け止め、スムーズに相談

を進めていく姿があり、教員歴や経験によって教

育相談の捉え方や進め方に差があることを実感し

た。そして、教員歴や経験による差を埋める取り

組みが、学校全体としての教育相談力の向上につ

ながるのではないかと考え、本研究に取り組むこ

ととした。 

 

２．研究の方法 
（１）アンケート調査 

 県内の特別支援学校９校の小学部に勤務する教

員を対象に、教育相談に関する意識や課題感、研

修の機会や学びたい内容に関するアンケートを実

施し、教員歴別に分析を行った。 

（２）実践研究（校内研修会の実施） 

校内で全２回の研修会を企画・実施した。 

第１回：講義形式を中心に、カウンセリング的

手法を取り入れた教育相談の基礎知識について共

有した。併せて、これまでの取り組みを振り返

り、カウンセリング的視点から再評価する時間を

設けた。 

第２回：演習形式で、保護者との相談場面を想

定したロールプレイを実施した。第１回のアンケ

ートで寄せられた疑問や要望も踏まえながら、１

回目と継続性をもたせた内容とした。 

 いずれの研修も、異なる教員歴の教員が共に学

び合う場とし、お互いの経験や知見を共有しなが

ら学び合うことができるように、ペアワークやグ

ループで意見を共有する時間を意図的に設けた。 

（３）聞き取り調査 

 県内特別支援学校のうち、教員数の多い３校の

相談部長を対象に、巡回相談や学校の実態につい

ての聞き取り調査を行い、情報を収集した。 

 

３．研究の結果と見えてきた課題 
（１）アンケート調査 

保護者との教育相談に関する教員の意識を明ら

かにするためのアンケート調査を実施した結果、

教育相談を「つながる」「引き出す」「つなげる」

の３段階に分けたとき、どの段階で難しさを感

じ、どの段階を意識しているかは、教員歴によっ

て異なる傾向が見られた。また、学びたいと考え

る内容にも教員歴による違いが見られた。 

若手だけではなく、ベテラン教員であっても悩

みや難しさを抱えながら相談に臨んでいることが

分かった。そして共通して、「より良い教育相談

にしたい」「そのために学びたい」という意識が

すべての教員歴層に存在していた。このことか

ら、経験豊富な教員が経験の浅い教員に一方向的

に教えるのではなく、互いの強みや工夫を共有

し、補い合う形で学びを積み重ねていくことが重

要であると考えた。 

（２）実践研究 

第１回の研修会では、これまでの実践をカウン

セリング的視点で捉え直すことで、現段階で教員

たちが「できていること」「これから伸ばしたいこ

と」が明確になった。「コンプリメント」に関する

演習では、各教員が教育相談で意識している点を

可視化することで、自分自身の取り組みを価値づ

け、他の教員の有効な関わり方や働き掛けの仕方

を共有し、吸収し合う機会となった。 

第２回の研修会では、学校での新たな取組であ

る「さがえっこはぐくみサロン」を意識し、担任

外の教員と保護者が向き合う場面を想定してロー

ルプレイを行った。「教育相談の流れや意義を改め

て確認したことで、相談に向かう姿勢が変わっ

た」という肯定的な意見が複数寄せられた一方

で、「研修内容とサロンの目的にずれがあった」と

の意見もあり、研修と学校での取り組みとの接続

に課題が残った。 

（３）聞き取り調査 

 巡回相談に関する聞き取りからは、各学校で巡

回相談にあたる教員に配慮した体制づくりを行っ

ていることが分かった。どの学校でも経験豊かな

ベテラン教員が中心となり、OJT的に若手にノウ

ハウを実践の中で伝えている現状が確認できた

が、相談部長からは「日々悩むことが多い」「難

しいケースを主に担当することに不安を感じる」

といった声も聞かれた。ベテラン教員にばかり負

担がかかる体制では限界があり、全教員で教育相



談力を高め合う仕組みづくりの必要性が感じられ

た。 

 

４．まとめ、今後に向けて 
今回の実践研究では教育相談の基礎を確認し、

相談者が自分の思いや解決策に気付く過程の重要

性に焦点を当てた研修会を計画し、実施した教育

相談を自分事として捉えながら、思いを引き出す

ための関わり方や進め方などを講義や演習を通し

て学ぶことができていた。しかし、巡回相談の場

面を考えてみると、どの学校においても児童生徒

への対応に関する漠然とした悩みだけではなく、

具体的な支援のアイデアを求める相談も多く寄せ

られていた。こうした場合には、試せる支援のア

イデアを複数提示し、その中から相談者自身が選

択し、試行できるように支援することが求められ

る。そのためには教員が多様な実践例や工夫を共

有し、共に検討し合う場を継続的に設けていくこ

とが必要となる。今回の研修では、上記のような

巡回相談の視点や実践的支援の在り方について十

分に扱えなかった点が課題として挙げられる。 

また、本研究で扱った研修の効果は、教員自身

の振り返りに基づく主観的な評価にとどまってい

る。教育相談の有効性は、相談後に子どもの行動

が良い方向に変容したり、保護者の子どもへの関

わり方や意識が変化したりすることによって示さ

れることが考えられる。しかし、こうした変化は

一定の期間を経て表れるものであり、今回の研究

期間内にその変化を十分に捉えることが難しかっ

た。この点も同様に今後の課題であり、相談後の

継続的なフォローアップを含めた観察や検討が必

要である。 

教育相談が、相談者にとってよりよい時間とな

るように、教員歴も経験も異なる教員同士がこれ

までの経験や視点を持ち寄り、学び合う場を積み

重ねていくことが大切であると感じる。研修会と

いう形に留まらず、「学び合い」の視点を大切に

した短時間のケース会やペアトーク等も、相互の

学びを促進する有効な方策の一つとなり得る。教

員歴や経験が異なる仲間同士が互いの良さを吸収

し合いながら高め合うことで、学校全体が「この

学校に相談して良かった」と思ってもらえるよう

な教育相談の実現が期待される。 

 

５．調査研究協力校 

（１）アンケート調査の実施 
 ・山形県立楯岡特別支援学校本校 

 ・山形県立楯岡特別支援学校寒河江校 

 ・山形県立村山特別支援学校本校 

 ・山形県立村山特別支援学校天童校 

 ・山形県立村山特別支援学校山形校 

 ・山形県立山形養護学校 

 ・山形県立山形盲学校 

 ・山形県立山形聾学校 

 ・山形県立ゆきわり養護学校 

（２）巡回相談担当者への聞き取り 

 ・山形県立楯岡特別支援学校本校 

 ・山形県立村山特別支援学校本校 

 ・山形県立山形養護学校 

（３）校内研修会の実施 

 ・県立楯岡特別支援学校寒河江校 
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